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②児童のふり返りの様子から
3ω①で述べたやりとりの中の C男は本時の
ふり返りを次のように書いている。
C男;1つの問題だけだとしても，ちがう考え方
がたくさんあれば，その数だけ式がf判、るこ
とに気づいた。
|別棚のE如女は様々な視点怖をふ
り返り，次のように書いている。
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E女:考え方でわかりやすさ・説明のし方が変わる
ことがわかった。(中略J式はちがくても答え
は同じになる。
F女:式が違うと考え方や並べ方がちがうことが
わかった。(中略)ベンでぬるとわかりやすく
なる。いろいろな式を考えると答えが考えや
すくなる。
4 考察
(1) 3 (幻①の証の児童の学び
3 (2)①のやりとりは，具体的場面(正方形がO
個のときは・・・)から式を考えるという式に表す活
動から，式から具伸均場面(どのような並べ方をし
たのか)をとらえる，いわゆる式を読む活動への流
れを表している。とのようなやりとりによって，
今までなかった新しい考え方に気づくことができ
たと考える。児童の学びは図4のA女の気づき
が影響しているのではないか。 A女はおそらく，
式から具体的な場面をとらえるというプロセスが
頭の中でイメージでき， r1+1+2を別の方法で表
せなし、か」と考えていたのではないかと考える。
つまり J r1+1+2Jの式が「上の辺+下の辺+縦の
辺Jという具嗣句場面としてとらえることが班で
共有でき，最終的に r50+50+51Jの式が I上の辺+
下の辺+真ん中」という B女の説明につながったと
考える。 3(2)①の場面では，児童が「式と図を対
応させ，具体的な事柄や関係を読み取る」ことで，
考えの妥当性を判断できるというよさに気づく様
子が見られた。
3 (2)①のやりとりから，この班の児童には，自
分の考えを的確に伝えようとする，相手の考えを
正確に理解しようとする様子が見られる。このこ
とにより，式から具体的な場面をとらえることが
できるというよさに気づくことができ， il+l+ 
2Jから i50+50+51Jの式へと考えを拡張するこ
とができたと考える。その結果，今まで自分にな
かった考えに出会うことと，考え方の数だけ式が
作れることを学ぶことができたととらえる。すな
わち，式に表す活動だけでなく，式を読む活動を
取り入れることによって，児童が式のよさに気づ
くことができるという示唆を得た。式に表す活動
と式を読む活動の関係が重要であることは明らか
になった。しかしながら，図4のA女の気づきが
出なかった場合はどうするか，児童同士でこの表
現を生み出すことはできないのか，教師はどのよ
うなかかわりをしていたのかという課題が残って
いる。
(2)学級全体としての児童の学び
ワークシートのふり返りから，新たな発見や気
づき，驚きを示している児童は， 22名中 12名見
られた。自力解決とグル~プ活動を異なる式にし，
さらに全体交流の場を作ることにより，自分の考
えと異なる考えに出会うことができたと考える。
一つの答えを求めるのであれば，一つの式が立て
られれば村示である。それをあえて複数の異なる
式を扱い，その根拠となる表現を図で考えること
により， i自分と異なる考えがあるJiそれぞれが
自分の考えを持っていてもよい」ことに気づくこ
とができたのではなし、かと考える。
また， F女のふり返りの中に， iいろいろな式を
考えると，答えが考えやすくなる」とある。これ
は， E女の「わかりやすさ・説明のし方が変わる」
につながると考える。このような視点は，単純に
式だけを見比べていても見えなかったであろう。
綿棒で作った正方形の色分けという，視覚的にと
らえやすくしたことにより，式と図の結びつきが
より明確に示されたと考える。それをF女は， iい
ろいろな式を考えると，答えを考えやすくなる」
と書いたのではないかととらえた。「式の違いがわ
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かると答えが求めやすくなる」というよさに気づ
いたという知見を得た。
一方で， E女のように， i式が違っていても答え
は同じ」と考えた子は， 22名中5名見られた。児
童の中で，式を読むことによって自分の考えが伝
えられたり，相手の考えが理解できたりできると
いう認識まで杢らなかった。式は答えを求めるツ
ーノレの一つであるという認識が強かった結果であ
ると言える。
5 到達点と課題
(1)研究に対する到達点
今回，実践授業を分析・考察し， i自分の考えと
異なる考えに出会うJi式の違いがわかると答えが
求めやすくなるJt:v、う式のよさに気づくことが
できるという知見を得た。また，式同士だけで比
較するのではなく，図を用いて効果的にとらえさ
せることが，式のよさを犬切にするための手立て
のーっとなることが明らかlこなった。
(2)今後の課題
今後の課題は，式と図を結びつけた活動におけ
る教師のかかわり方や授業形態を工夫すること
で，児童が主附句に問題解決に取り組めるように
したい。また，児童が主榊句に式のよさを感得す
る教材を開発していきたv¥
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